
「ツール・ド・九州・山口（仮称）」に関する大会検討委員会の設置について（案）

第一回実施年 2022年または2023年

実施月 5月、10月、11月のいずれか

開催サイクル 隔年開催

イベント志向性 競技型、サイクリング型の混合

想定参加者数 2,000～3,000名（うち海外参加10%)

実施日数 1日、及び2日間

実
施
イ
メ
ー
ジ

県を跨いだ広域ルート
隔年毎に①～⑦を持ち
回り開催

将来的には九州一周ルート
や中四国との連携も視野に
入れる

該当地域を挙げて
大会をサポート

大会ルートイメージ

九州・山口各県で検討中の広域
推奨ルート案をもとに仮置き

経済効果 適用

直接効果 212,000,000円 参加者消費額、運営費

間接効果 1６8,000,000円 消費支出拡大、広告宣伝費見合い等

合計 3８0,000,000円 3,000名参加の場合

■「ツール・ド・九州・山口（仮）」実施時の経済効果試算（サイクリングしまなみ参照）

*九経連試算 九州経済連合会

実
行
組
織

大会検討委員会

大会準備委員会

大会実行委員会

大会開催の可否検討

第1回大会の詳細策定

第1回大会の運営・実行

各県担当部局担当、経済4団
体担当、サイクル関係者
＜検討事項＞
大会種別、事業費用、費用対
効果等

実施県、該当市町村、経済団
体、サイクル関係者、プラチナ
スポンサー、メディア、（業務
委託の）運営事務局

全国的なサイクルツーリズムの気運高揚

自転車活用推進法（平成29年）

自転車活用推進計画（平成３０年）
国

各県版・自転車活用推進計画自治体

「ツール・ド・九州・山口（仮）」実施

1. 国際スポーツイベントレガシーの持続的継承
2. インバウンド「コト消費」需要への対応
3. インバウンド経済効果の地域波及
4. サイクルツ－リズムのエリア競合への対応
5. 九州ならではのサイクルツーリズムの早期完成

目
的

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州
・
山
口
（
仮
）
実
施
の
背
景

オール九州・山口、官民一体の取組みオール九州・山口、官民一体の取組み
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